
１．前回・前々回の振り返り

1

資料１

２０２８年４月から２階の活用が始まることを見据え、１階の活用継続について
検討を進める。

（意見交換テーマ）
 2025年度前半報告及び2025年度後半計画

（主な意見）
 商工会議所や美術館など、周辺の拠点施設とのネッ

トワークが広がっていることは良い傾向である。
 駅周辺地域の駐車場が飽和状態になっていることに

ついては、ウォーカブルなまちづくりをめざす中で、
フリンジパーキングなどのハード的な整備について、
公共空間をうまく使った工夫が必要。

 高齢者や地域の子ども達などお金を持たない層も気
軽に楽しめるような仕掛けを考えてみてはどうか。

 地場産業が集まって盛り上がるイベントなどが「福
山の未来を育てる」につながると感じた。チャレン
ジングな取組を支援していくのは良い。

第７回協議会（11/20）
（意見交換テーマ）
 2024年度報告及び2025年度計画

（主な意見）
 市⺠がイベント⾃体を待ち望む気持ちを持て

るような工夫が必要。
 平⽇の売り上げを伸ばすのなら、周辺住⺠が

来やすい施設になることが重要。
 他にはないここの価値を地域の人にもっと理

解してもらい、地域の課題を施設が持ってい
る機能で解決する取り組みをしても良い。

 事業効果を測る指標に、イベントの件数だけ
でなく、福山の未来につながる取組の具体例
を挙げるのはどうか。

 他フロアを活用する際には、1階の賃貸借期
間を延⻑してほしい。

第６回協議会（5/30）



２．モニタリングの考え方について
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 イベントの開催件数・集客数
（総数、リピート開催数）

 コワーキングスペースの利用者数
（U-23、一般）

 イベント等がない平⽇の施設利用者数
（月１回：午前・午後）

 福山の未来につながる取組の具体例
 iti SETOUCHIで影響を受けた人のエピソード

モニタリングの２つの視点

目的を達成できているか 収益が確保されているか
 単年キャッシュフローの⿊字化
 レンタルスペース利用者数
 イベント開催数
（貸会場としての利用）

 駐車場利用台数
（時間貸、定期パス）
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福山の未来につながる取組の具体例

5

iti SETOUCHIで影響を受けた人のエピソード

実施年 取組名 実施内容 チャレンジングなポイント 成果・行動変容
2025年度 サブカル魂

（イベン
ト）

1970〜90年代のサブカル
チャーをテーマにしたイベント
を開催。

・クラウドファンディングによ
る資金集めを実施
・サブカルチャーにつながりが
ある地元企業からの協賛獲得

・約○○人が参加
・主催者が継続開催を予定
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エフピコRiM１階の活用継続について
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１ 要旨
現契約が満了する2029年(令和11年)4月末以降の活用

を継続することで、２階との連携に支障がないように対
応したいと考えている。
ついては、次期運営に向けた基本コンセプトや事業ス

キームなどの改善点について、事業評価協議会の意見を
聞きながら検討を開始する。

２ 事業評価協議会で議論していただきたいこと
（１）２０２６年５月 活用継続に向けた改善点など

・これまでの運営の評価（モニタリングの状況の確認）
・基本コンセプト、事業スキームなどの改善点
・スケジュール

（２）２０２６年１１月 活用継続に向けた方向性など
・基本コンセプト、事業スキーム、次期運営事業者の選定方法など

上記について意見をいただいたうえで、次期運営事業者の選定作業を
進め、２０２７年度内の賃貸借契約の締結を想定している

３ スケジュール(想定)
2026年度
５月 11月 12月 1月

2027年度
３月

2028年度
４月

2029年度
４月 ５月

１階の活用継続 ● ●
事業評価協議会

● ●
現運営終了 次期運営開始

２階の活用 ●
契約締結

●
供用開始

次期運営事業者の選定作業・契約

改修工事(市・運営事業者)



参考

○基本コンセプト
「福山の未来を育てる」
「人と人、人とまちのつながり」

○パブリックスペースの設置
• １階の50%以上をパブリックス

ペースにすることが条件

• パブリックスペースは、多様な
目的を持つ人々が自由に集まっ
たり、活動したりすることがで
きる場とするために設定

• パブリックスペースはテナント
に転貸借できない(イベント等の
一時的な収益活動は可)

パブリックスペース（緑色）

１階の賃貸借範囲
転貸等の事業可能スペース（桃色）
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○事業スキーム

• 市は、本館1階・駐車場（第1～第3）
を運営事業者へ一括貸付(マスター
リース)

• 賃貸借の期間は７年間（設備の老朽
化の状況を勘案して設定）

• 運営事業者は、パブリックスペース
を除くフロアで得られる事業収入と
駐車場の売上を主な収入源として運
営する

• 外部有識者で構成する評価協議会を
半年に1度開催して、運営上の課題解
決などを、市と運営事業者が一緒に
考える

iti
SETOUCHI

運営事業者

福山電業㈱

テナント
（飲食店）

管理会社

賃料

自主事業

テナント
（物販店）

テナント
（事務室）

管理会社

委託

賃料

コワーキング
スペース等

駐車場
(第１～第３駐車場)

収入 運営 収入

委託

１階

施設管理
（防災、清掃業務等）

転貸

賃料

転貸

賃料

転貸

建物全体施設管理
（設備保守点検等）

１階・駐車場
一括貸付

（マスターリース）福山市

事業スキーム

参考
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